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そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

Ë

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

当
た
り
前
党

有
田

恵
子

有
田

良
博

東
京
都
足
立
区
中
央
本
町
五
e

二
e

八

二
四
、

八
、
二
八

岩
田
政
経
懇
話
会

岩
田

政
憲

風
間

真
也

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
六
e

二

五
e

二

二
四
、

八
、
二
一

晄
洋
舎

渡
辺

浩
一

渡
辺

浩
一

長
野
県
駒
ヶ
根
市
中
央
一
七
e

五

二
四
、

八
、
二
七

政
治
結
社
國
将
會

高
橋

正
彦

高
橋

明
美

岐
阜
県
中
津
川
市
昭
和
町
五
e

三
二

二
四
、

八
、

二

政
友
会

平
山

勝
也

平
山

勝
也

大
分
県
佐
伯
市
大
手
町
三
e

六
e

五

二
三
、

八
、
二
九

ネ
ッ
ト
新
党

金
子

富
夫

小
野
澤

肇

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
二
e

三

二
四
、

九
、

六

ô

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

届
出
年
月
日

大
志
会

熊
谷

大

熊
谷

美
佳

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡

一
e

六
e

三

参
議
院
議
員

二
四
、

八
、

三

ã

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
候
補

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

届
出
年
月
日

さ
だ
み
つ
克

之
後
援
会

竹
澤

康
子

宮
越

信
利

東
京
都
千
代
田

区
麹
町
一
e

八
e

一

定
光

克
之

参
議
院
議
員

二
四
、

八
、
二
七

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

^

政
党
の
支
部

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

国
民
の
生
活

が
第
一
衆
議

院
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
比
例

区
第
２
総
支

部

ˆ
松

和
夫

石
井

涼
子

秋
田
県
秋
田

市
広
面
字
家

ノ
下
二
七
e

三

衆
議
院
議
員

〇

二
四
、

七
、
二
六

国
民
の
生
活

が
第
一
衆
議

院
南
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
比
例

区
第
１
総
支

部

相
原

史
乃

波
多
野
泰
史

神
奈
川
県
秦

野
市
菩
提
四

二
三
e

一

衆
議
院
議
員

〇

二
四
、

八
、
一
七

自
由
民
主
党

千
葉
県
参
議

院
比
例
区
第

三
十
六
支
部

米
坂

知
昭

番
場

正
人

千
葉
県
松
戸

市
西
馬
橋
幸

町
九
二

参
議
院
議
員

〇

二
四
、

八
、
二
四

〔
告

示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
総
務
三
八
五
）

J

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
同
三
八
六
）

K

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件
（
同
三
八
七
）

L

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
（
同
三
八
八
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
三
八
九
）

〇
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
認
証
業

務
の
変
更
の
認
定
に
関
す
る
件

（
総
務
・
法
務
・
経
済
産
業
八
、
九
）

〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
品
種
登
録
出
願
を
公
表
す
る
件

（
農
林
水
産
二
四
四
二
）

M

〇
出
願
公
表
後
に
名
称
変
更
が
な
さ
れ
た
件

（
同
二
四
四
三
）

P

〇
自
動
車
の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
を
取
り

消
し
た
件

（
国
土
交
通
一
二
五
九
〜
一
二
六
三
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
三
九
三
〜
三
九
五
）

R

〔
国
会
事
項
〕

J
I

〔
人
事
異
動
〕

最
高
裁
判
所

J
I

〔
皇
室
事
項
〕

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
I

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
静
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
七
、
鹿
児
島

同
二
、
沖
縄
同
五
）

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

J
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁前

払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金

に
係
る
配
当
表
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

L
J

˜
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